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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時系列で取得された画像列の中から、シーンの変化する位置の画像であるシーン変化画
像を抽出するシーン変化画像抽出手段と、
　前記シーン変化画像に所定の時系列範囲で近接した時点で取得された画像である近傍画
像と前記シーン変化画像とを比較する比較手段と、
　前記比較手段において比較した結果を用いて、前記シーン変化画像または前記近傍画像
のいずれかを要約画像として抽出する要約画像抽出手段と、
　を備えることを特徴とする画像抽出装置。
【請求項２】
　前記シーン変化画像および前記近傍画像に撮影されている主要被写体を抽出する主要被
写体抽出手段を備え、
　前記比較手段は、前記シーン変化画像上および前記近傍画像上の前記主要被写体の面積
を用いて、前記シーン変化画像と前記近傍画像とを比較することを特徴とする請求項１に
記載の画像抽出装置。
【請求項３】
　前記シーン変化画像および前記近傍画像に撮影されている主要被写体を抽出する主要被
写体抽出手段を備え、
　前記比較手段は、前記シーン変化画像上および前記近傍画像上の前記主要被写体の空間
周波数成分を用いて、前記シーン変化画像と前記近傍画像とを比較することを特徴とする
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請求項１に記載の画像抽出装置。
【請求項４】
　前記シーン変化画像および前記近傍画像に撮影されている主要被写体を抽出する主要被
写体抽出手段を備え、
　前記比較手段は、前記シーン変化画像上および前記近傍画像上の前記主要被写体の位置
を用いて、前記シーン変化画像と前記近傍画像とを比較することを特徴とする請求項１に
記載の画像抽出装置。
【請求項５】
　前記シーン変化画像および前記近傍画像に撮影されている主要被写体を抽出する主要被
写体抽出手段を備え、
　前記比較手段は、前記シーン変化画像上、および前記近傍画像上の前記主要被写体の画
素強度を用いて、前記シーン変化画像と前記近傍画像とを比較することを特徴とする請求
項１に記載の画像抽出装置。
【請求項６】
　前記シーン変化画像および前記近傍画像に撮影された観察対象を特定する観察対象特定
手段を備え、
　前記主要被写体抽出手段は、前記観察対象特定手段が特定した前記観察対象に応じて、
前記主要被写体を抽出する条件を変更することを特徴とする請求項２～５のいずれか一つ
に記載の画像抽出装置。
【請求項７】
　前記画像列は、被検体の体腔内に導入されたカプセル型内視鏡によって撮影された体腔
内画像列であることを特徴とする請求項１～６のいずれか一つに記載の画像抽出装置。
【請求項８】
　前記主要被写体抽出手段は、前記シーン変化画像および前記近傍画像に撮影されている
病変部分を前記主要被写体として抽出することを特徴とする請求項２～７のいずれか一つ
に記載の画像抽出装置。
【請求項９】
　前記観察対象特定手段は、観察対象として、画像に撮影された臓器を特定し、
　前記主要被写体抽出手段は、前記観察対象特定手段が特定した臓器に応じて、前記主要
被写体抽出条件を変更することを特徴とする請求項６～８のいずれか一つに記載の画像抽
出装置。
【請求項１０】
　前記比較手段は、前記主要被写体抽出手段が前記シーン変化画像および前記近傍画像に
おいて、前記主要被写体を抽出しなかった場合、前記シーン変化画像および前記近傍画像
のノイズの量を用いて、前記シーン変化画像と前記近傍画像とを比較することを特徴とす
る請求項２～９に記載の画像抽出装置。
【請求項１１】
　前記比較手段は、前記シーン変化画像、および前記近傍画像の画素強度を用いて、前記
シーン変化画像と前記近傍画像とを比較することを特徴とする請求項１に記載の画像抽出
装置。
【請求項１２】
　前記比較手段は、前記シーン変化画像および前記近傍画像のノイズの量を用いて、前記
シーン変化画像と前記近傍画像とを比較することを特徴とする請求項１に記載の画像抽出
装置。
【請求項１３】
　前記シーン変化画像抽出手段が抽出する前記画像の枚数を指定する枚数指定手段を備え
たことを特徴とする請求項１～１２のいずれか一つに記載の画像抽出装置。
【請求項１４】
　時系列で取得された画像列を記憶手段から読み込み、該画像列の中から、シーンの変化
する位置の画像であるシーン変化画像を抽出するシーン変化画像抽出手順と、
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　前記シーン変化画像に所定の時系列範囲で近接した時点で取得された画像である近傍画
像と前記シーン変化画像とを比較する比較手順と、
　前記比較手順において比較した結果を用いて、前記シーン変化画像または前記近傍画像
のいずれかを要約画像として抽出する要約画像抽出手順と、
　をコンピュータに実行させることを特徴とする画像抽出プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、連続撮影された画像列や、動画像フレーム画像列中のシーンの変化する位置
や、有効な画像を抽出する画像抽出装置および画像抽出プログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、動画像などの連続する画像列の中のシーンが変化する位置の画像（以下、「
シーン変化画像」という）を抽出する画像抽出装置が知られている（特許文献１）。この
画像抽出装置によって抽出された所定枚数のシーン変化画像を、ユーザーが閲覧すること
によって、ユーザーは画像列に含まれるすべての画像を閲覧しなくても、短時間で画像列
全体の内容を把握でき、所望するシーンまたは画像を簡単に見つけることができる。
【０００３】
　さらに従来から、シーンチェンジフレームに加えて、シーンシーンチェンジフレーム間
にある画像も、所定の抽出条件を用いて複数枚抽出する画像抽出装置も知られている（特
許文献２、３）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－５４０５５号公報
【特許文献２】特開２００６－２１７０４５号公報
【特許文献３】特開２００６－２１７０４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の画像抽出装置は、画像列のうち、撮影されている内容が大きく変
わる場面に位置する画像をシーン変化画像として抽出する。このように、シーン変化画像
はシーンの内容自体ではなく、画像の変化を基準として抽出されることが多いため、シー
ン変化画像には、シーン変化画像自体またはシーン変化画像以降の画像に撮影されている
内容がわからない画像、すなわち、シーンの内容を代表する画像として必ずしも適切でな
い画像が含まれる場合がある。この場合、ユーザーがシーン変化画像を確認しただけでは
、画像列の中の内容を把握できない部分が生じてしまうという問題点があった。
【０００６】
　また、従来の画像処理装置は、ユーザーが画像列の内容を確実に把握できるように、シ
ーンチェンジフレーム間、すなわちシーン変化画像間にある画像を複数枚、抽出する。こ
の場合、画像処理装置が抽出する画像枚数が多くなり、ユーザーはこれらの画像を閲覧す
るために長時間の閲覧時間が必要となってしまうという問題点があった。
【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、短い閲覧時間で、画像列の内容を把握
しやすい画像を抽出することができる画像抽出装置および画像抽出プログラムを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる画像抽出装置は、時系
列で取得された画像列の中から、シーンの変化する位置の画像であるシーン変化画像を抽
出するシーン変化画像抽出手段と、前記シーン変化画像に所定の時系列範囲で近接した時
点で取得された画像である近傍画像と前記シーン変化画像とを比較する比較手段と、前記



(4) JP 5147308 B2 2013.2.20

10

20

30

40

比較手段において比較した結果を用いて、前記シーン変化画像または前記近傍画像のいず
れかを要約画像として抽出する要約画像抽出手段と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる画像抽出プログラムは、時系列で取得した画像列の中から、シー
ンの変化する位置の画像であるシーン変化画像を抽出するシーン変化画像抽出手順と、前
記シーン変化画像に所定の時系列範囲で近接した時点で取得された画像である近傍画像と
前記シーン変化画像とを比較する比較手順と、前記比較手順において比較した結果を用い
て、前記シーン変化画像または前記近傍画像のいずれかを要約画像として抽出する要約画
像抽出手順と、を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明にかかる画像抽出装置によれば、シーン変化画像と近傍画像とを比較し、シーン
変化画像よりも近傍画像が画像列の内容を把握しやすい画像である場合、シーン変化画像
に替えて近傍画像を抽出することが可能となるので、短い閲覧時間で、画像列の内容を把
握しやすい画像を抽出することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付図面を参照して、本発明を実施するための最良の形態である画像抽出装置お
よび画像抽出プログラムについて説明する。なお、各実施の形態により本発明が限定され
るものではない。また、図面の記載において、同一部分または相当する部分には同一の符
号を付している。
【００１２】
(実施の形態１)
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる画像抽出装置の構成を示すブロック図である。
図１に示す画像抽出装置は、演算機能および制御機能を備えた制御部１と、連続する画像
列の画像情報を含む各種情報が記憶されている記憶部２と、画像を含む情報の表示出力を
行う表示部３と、キーボードやマウス等の入力部４を備える。この画像抽出装置は、ＣＰ
Ｕ，ＲＯＭ，ＲＡＭ等を備えたコンピュータによって実現される。
【００１３】
　制御部１は、記憶部２が記憶している画像列であって、時間的に連続する画像列の画像
を読み込む画像読込部１１と、画像読込部１１によって読み込まれた画像列の中のシーン
が変化する位置の画像、すなわちシーン変化画像を抽出するシーン変化画像抽出部１２と
、シーン変化画像と前記シーン変化画像に所定の時系列範囲で近接した時点で取得された
画像、すなわち近傍画像とを比較し、この比較結果を用いてシーン変化画像または近傍画
像のいずれかを、画像列の内容を示す要約画像として抽出する要約画像抽出部１３と、画
像列の画像枚数等に基づいて抽出する枚数を設定する抽出枚数設定部１４を備える。
【００１４】
　シーン変化画像抽出部１２は、画像読込部１１が読み込んだ画像情報を用いて、画像ご
とに特徴量を算出し、所定の画像間の特徴量の変化量を算出して、この特徴量の変化量の
大きな画像をシーン変化画像として抽出する。以下に、シーン変化画像抽出部１２が行う
、シーン変化画像の抽出処理を説明する。
【００１５】
　まず、画像列の中の画像の特徴量の個数をＭ（Ｍは２以上の整数）とし、画像列の有す
る画像の枚数をＮ（Ｎは２以上の整数）とする。また、画像列の有する画像の画像情報を
、撮影時間順にＩ1～ＩNとする。ｑ番目の画像に対して付与されたｐ番目の特徴量の変化
量をΔＦq pと表すと、画像列１０の画像に付与された特徴量の変化量は、次式（１）で
表される変化量行列ΔＦとしてまとめられる。
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【数１】

【００１６】
　なお、この方法では、種類が異なる複数の特徴量を用いており、各特徴量の大きさは統
一されているわけではない。このため、単に各特徴量の変化量を成分とするベクトルを構
成した場合、ベクトルの大きさに対して閾値処理を行うと、相対的に大きい値を有する特
徴量の影響が支配的となり、相対的に小さい値を有する特徴量の影響が反映されなくなっ
てしまう。そこで、実施の形態１では、複数の特徴量の変化量の正規化処理を行い、この
正規化処理によって得られた値を成分とする特徴量の変化量ベクトルを、各画像の変化量
ベクトルとする。
【００１７】
【数２】

【００１８】
　各画像の変化量ベクトルが式（２）で与えられる場合、画像ごとに複数の特徴量の変化
量を組み合わせて統合した統合変化量Sim p は、次式（５）で与えられる。
【数３】

【００１９】
　統合変化量Sim q は、所定の画像間の類似度を示しており、統合変化量Sim p が小さい
場合、所定の画像間の類似度が高い。したがって、シーン変化画像抽出部１２は、シーン
変化画像として統合変化量Sim q の大きな画像から順に所定枚数の画像を抽出する。なお
、シーン変化画像抽出部１２が抽出するシーン変化画像の枚数は、抽出枚数設定部１４に
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よって予め設定されるが、ユーザーが入力部４を介して抽出枚数設定部１４に入力しても
よい。
【００２０】
　また、要約画像抽出部１３は、シーン変化画像および近傍画像の画像情報を用いて、シ
ーン変化画像および近傍画像に撮影されている主要被写体を抽出する主要被写体抽出部１
３１と、シーン変化画像の画像情報および近傍画像の画像情報とを比較する比較部１３２
と、比較部１３２において比較した結果を用いて、シーン変化画像またはこのシーン変化
画像に対応する近傍画像のいずれか１枚を要約画像として抽出する抽出部１３３を備える
。
【００２１】
　なお、ユーザーは、予め入力部４を介して主要被写体抽出部１３１に主要被写体の種類
とその抽出条件を入力しておく。主要被写体とは、ユーザーが画像を閲覧する際に着目す
る対象物であって、例えば人物などである。主要被写体抽出部１３１は、ユーザーから主
要被写体の種類の指定を受けて、予め記憶部２に記憶された主要被写体の抽出条件から、
ユーザーから指定された主要被写体に対応する抽出条件を呼び出し、呼び出した抽出条件
を用いて、画像に撮影されている主要被写体を抽出する。主要被写体の抽出方法は、公知
の様々な手法で行うことができる。例えば、エッジ抽出やテクスチャ解析によって画像の
領域を抽出し、領域毎の特徴量（色・形状・サイズ・周波数など）を算出し、算出した領
域毎の特徴量と抽出したい主要被写体の特徴量とを比較することで、主要被写体を抽出す
る方法がある。あるいは、抽出した主要被写体のテンプレートマッチング処理を行うこと
で、主要被写体を抽出する方法もある。その他、公知の物体の認識手法を利用して主要被
写体の抽出を行うことができる。
【００２２】
　以上の各部を有する画像抽出装置が備えるＣＰＵは、実施の形態１にかかる画像抽出処
理を実行するための画像処理プログラムを記憶部２から読み出すことにより、その画像抽
出処理に関する演算処理を実行する。なお、実施の形態１にかかる画像処理プログラムは
、フレキシブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、フラッシュメモリ等のコンピ
ュータが読み取り可能な記録媒体に記録させて広く流通させることも可能である。したが
って、実施の形態１にかかる画像抽出装置は、前述した各種記録媒体のいずれかを読み取
り可能な補助記憶装置を具備してもよい。
【００２３】
　図２は、実施の形態１にかかる画像抽出処理手順を示すフローチャートである。まず、
画像読込部１１が、画像列を構成する全画像枚数、画像サイズ等の情報を記憶部２から読
み込む（ステップＳ１０１）。その後、シーン変化画像抽出部１２は、画像読込部１１が
読み込んだ画像情報を用いて、画像列の中のシーン変化画像を抽出する（ステップＳ１０
２）。その後、要約画像抽出部１３は、シーン変化画像ごとに、シーン変化画像とこれに
対応する近傍画像とを比較し、シーン変化画像または近傍画像のいずれか１枚を要約画像
として抽出する（ステップＳ１０３）。そして、要約画像を表示部３に出力して表示する
（ステップＳ１０４）。
【００２４】
　ここで、要約画像を抽出する処理（ステップＳ１０３）について、具体的な処理手順を
説明する。図３は、シーン変化画像ごとに、シーン変化画像とこれに対応する近傍画像と
を比較して、シーン変化画像および近傍画像のうち、いずれか１枚を要約画像として抽出
する要約画像抽出処理手順を示すフローチャートである。まず、シーン変化画像ごとに、
主要被写体抽出部１３１が、シーン変化画像および近傍画像に撮影されている主要被写体
を抽出する（ステップＳ２０１）。その後、比較部１３２は、シーン変化画像において主
要被写体が抽出されたか否か、すなわちシーン変化画像に主要被写体が撮影されているか
否かを判断する（ステップＳ２０２）。シーン変化画像に主要被写体が撮影されている場
合（ステップＳ２０２；Ｙｅｓ）、比較部１３２は、シーン変化画像に撮影されている主
要被写体が画像上に占める面積と、近傍画像に撮影されている主要被写体が画像上に占め
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る面積を算出する（ステップＳ２０３）。その後、比較部１３２は、シーン変化画像上の
主要被写体の面積と近傍画像上の主要被写体の面積とを比較する（ステップＳ２０４）。
シーン変化画像上の主要被写体が最も大きい場合（ステップＳ２０４；Ｙｅｓ）、抽出部
１３３は、シーン変化画像を要約画像として抽出する（ステップＳ２０５）。
【００２５】
　一方、シーン変化画像上の主要被写体が近傍画像上の主要被写体の面積よりも小さい場
合（ステップＳ２０４；Ｎｏ）、抽出部１３３は、主要被写体の面積が最も大きい近傍画
像を、シーン変化画像に替えて要約画像として抽出する（ステップＳ２０６）。
【００２６】
　なお、ステップＳ２０４の処理は、シーン変化画像と、シーン変化画像に撮影されてい
る主要被写体と同一の主要被写体が撮影されている近傍画像とについて行われる。したが
って、比較部１３２は、シーン変化画像上の主要被写体と、近傍画像上の主要被写体との
同一性を判断し、シーン変化画像の主要被写体と同一の主要被写体が撮影されていない近
傍画像は比較対象にはしない。
【００２７】
　また、シーン変化画像に主要被写体が撮影されていない場合（ステップＳ２０２；Ｎｏ
）、比較部１３２は、近傍画像において主要被写体が抽出されたか否か、すなわち近傍画
像に主要被写体が撮影されているか否かを判断する（ステップＳ２０７）。近傍画像に主
要被写体が撮影されている場合（ステップＳ２０７；Ｙｅｓ）、比較部１３２は、各近傍
画像上の主要被写体の面積を算出する（ステップＳ２０８）。その後、ステップＳ２０６
に移行し、抽出部１３３は、主要被写体の面積が最も大きい近傍画像を要約画像として抽
出する。一方、近傍画像に主要被写体が撮影されていない場合（ステップＳ２０７；Ｎｏ
）、抽出部１３３は、シーン変化画像を要約画像として抽出する（ステップＳ２０９）。
【００２８】
　要約画像抽出部１３は、シーン変化画像ごとに上述の処理を行い、すべてのシーン変化
画像について上述の処理を行った後、要約画像抽出処理を終了する（ステップＳ２１０）
。
【００２９】
　このように、実施の形態１にかかる画像抽出装置は、図２、３に示した画像抽出処理に
よって、シーン変化画像ごとに、シーン変化画像および近傍画像上の主要被写体の面積を
比較し、画像上の主要被写体の面積が最も大きい画像、すなわち主要被写体が最も大きく
撮影されている画像を要約画像として抽出する。
【００３０】
　次に、図４を用いて、実施の形態１にかかる画像抽出装置による画像抽出処理について
具体的に説明する。図４は、時間的に連続な画像列１０からシーン変化画像を抽出し、各
シーン変化画像の近傍画像を抽出して、要約画像を抽出する処理の概要を示した図である
。時間的に連続な画像列１０は、時間間隔Δｔで隣接するＮ枚の画像１０－１～１０－Ｎ
を有する。図２のステップＳ１０２に示す処理によって、シーン変化画像抽出部１２は、
画像列１０から、ｎ（ｎ＜Ｎ）枚の画像を有するシーン変化画像列２０（２０－１～２０
－ｎ）を抽出する。この結果、画像１０－１～１０－Ｎは、シーン変化画像２０－１～２
０－ｎによってｎ分割されることになる。
【００３１】
　その後、図３に示す処理によって、要約画像抽出部１３は、シーン変化画像または近傍
画像のいずれかを要約画像として抽出する。図４に示す場合、要約画像抽出部１３は、例
えばシーン変化画像２０－ｉと近傍画像３０－ｉ－１～３０－ｉ－ｎ’を比較し、要約画
像として近傍画像３０－ｉ－ｉを抽出している。その他、要約画像抽出部１３は要約画像
としてシーン変化画像２０－１、２０－（１－ｉ）、２０－ｎ、および近傍画像３０－２
－ｊ、３０－（ｉ＋１）－ｋを抽出している。
【００３２】
　なお、図４において、近傍画像は、画像列の中の画像のうち、シーン変化画像が取得さ
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れた時点の前後の時点で取得された画像としたが、シーン変化画像が取得された時点以前
に取得された画像を近傍画像としてもよく、また、シーン変化画像が取得された時点以後
に取得された画像を近傍画像としてもよい。
【００３３】
　次に、図５を用いて、シーン変化画像、近傍画像および要約画像の具体例を説明する。
図５は、画像列１０の中の画像の一部を示す図である。図５では、時間間隔Δｔで隣接す
る４枚の画像１０－ｉ，１０－（ｉ＋１）、１０－（ｉ＋２）、１０－（ｉ＋３）にそれ
ぞれ星型のオブジェクトの一部分または全部示すオブジェクト１０１、１０２、１０３、
１０４が撮影されている。これら４つのオブジェクト１０１、１０２、１０３、１０４は
同一のオブジェクトである。図５では、星型のオブジェクトが同じ視野内を水平方向右側
へ移動している場合を示している。画像１０－ｉでは、星型のオブジェクトの３分の１の
部分が画像中に出現している。画像１０－（ｉ＋１）では、星型のオブジェクトの２分の
１の部分が画像中に出現している。さらに、画像１０－（ｉ＋２）では、星型のオブジェ
クトのほぼすべての部分が画像中に出現している。そして、画像１０－（ｉ＋３）では、
星型のオブジェクトすべての部分が画像中に出現している。
【００３４】
　シーン変化画像抽出部１２は、画像列１０の有する画像のうち、所定の画像間の特徴量
の変化量の大きな画像をシーン変化画像として抽出する。この特徴量には、被写体の画像
数や色彩、および被写体の画像上での面積等がある。シーン変化画像抽出部１２が時間間
隔Δｔ離れた画像間の特徴量の変化量を用いてシーン変化画像を抽出する場合、図５に示
す画像では、画像１０－（ｉ＋１）および画像１０－（ｉ＋２）の間の画像変化が最も大
きい。したがって、シーン変化画像抽出部１２はシーン変化画像として画像１０－（ｉ＋
２）を抽出する。
【００３５】
　その後、要約画像抽出部１３が、シーン変化画像である画像１０－（ｉ＋２）および近
傍画像である画像１０－（ｉ＋１）、１０－（ｉ＋３）の主要被写体、すなわちオブジェ
クト１０２、１０３、１０４の面積を比較し、オブジェクトの面積の大きい画像１０－（
ｉ＋３）を要約画像として抽出する。
【００３６】
　この実施の形態１にかかる画像抽出装置は、シーン変化画像上の主要被写体の面積と、
近傍画像上の主要被写体の面積とを比較し、主要被写体の面積の大きな画像を要約画像と
して抽出するので、主要被写体の状態を観察しやすい画像、すなわち画像列の内容を把握
しやすい画像を抽出することができる。また、要約画像はシーン変化画像と同枚数である
ので、ユーザーは短い閲覧時間で画像列の内容を把握することができる。
【００３７】
　（変形例１）
　また、上述の実施の形態１では、シーン変化画像および近傍画像のうち、主要被写体が
最も大きく撮影されている画像を要約画像として抽出したが、この変形例１では、シーン
変化画像および近傍画像のうち、主要被写体に最もピントが合っている画像を要約画像と
して抽出する。
【００３８】
　すなわち、実施の形態１のステップＳ１０４に示す要約画像処理は、図６に示すように
、図３に示す要約画像抽出処理と同様に、シーン変化画像ごとに、主要被写体抽出部１３
１が、シーン変化画像および近傍画像の主要被写体を抽出し（ステップＳ３０１）、比較
部１３２が、シーン変化画像に主要被写体が撮影されているかを判断する（ステップＳ３
０２）。シーン変化画像に主要被写体が撮影されている場合（ステップＳ３０２；Ｙｅｓ
）、比較部１３２は、シーン変化画像および近傍画像の画像情報を用いて、シーン変化画
像および近傍画像上の主要被写体の空間周波数の分布を検出する（ステップＳ３０３）。
その後、比較部１３２は、主要被写体の空間周波数の分布を用いて、シーン変化画像およ
び近傍画像の主要被写体へのピントの合い具合を比較する（ステップＳ３０４）。シーン
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変化画像上の主要被写体に最もピントが合っている場合（ステップＳ３０４；Ｙｅｓ）、
抽出部１３３は、シーン変化画像を要約画像として抽出する（ステップＳ３０５）。
【００３９】
　一方、シーン変化画像上の主要被写体よりも、近傍画像上の主要被写体の方がピントが
合っている場合（ステップＳ３０４；Ｎｏ）、抽出部１３３は、最も主要被写体にピント
が合っている近傍画像を要約画像として抽出する（ステップＳ３０６）。
【００４０】
　なお、ステップＳ３０４の処理は、シーン変化画像と、シーン変化画像上の主要被写体
と同一の主要被写体が撮影されている近傍画像とについて行われる。したがって、比較部
１３２は、シーン変化画像上の主要被写体と、近傍画像上の主要被写体との同一性を判断
し、シーン変化画像の主要被写体と同一の主要被写体が撮影されていない近傍画像は比較
対象にはしない。
【００４１】
　また、シーン変化画像に主要被写体が撮影されていない場合（ステップＳ３０２；Ｎｏ
）、比較部１３２は、近傍画像のいずれかに主要被写体が撮影されているかを判断する（
ステップＳ３０７）。近傍画像に主要被写体が撮影されている場合（ステップＳ３０７；
Ｙｅｓ）、比較部１３２は、近傍画像上の主要被写体の空間周波数分布を検出する（ステ
ップＳ３０８）。その後、ステップＳ３０６に移行し、抽出部１３３が、最も主要被写体
にピントが合っている近傍画像を要約画像として抽出する。一方、近傍画像にも主要被写
体が撮影されていない場合（ステップＳ３０７；Ｎｏ）、抽出部１３３は、シーン変化画
像を要約画像として抽出する（ステップＳ３０９）。
【００４２】
　要約画像抽出部１３は、シーン変化画像ごとに上述の処理を行い、すべてのシーン変化
画像について上述の処理を行った後、要約画像抽出処理を終了する（ステップＳ３１０）
。
【００４３】
　なお、主要被写体にピントが合っている画像とは、主要被写体を示す部分の空間周波数
の分布において、高周波成分が多い画像である。同一の対象物を主要被写体としていれば
、高周波成分が多いほど、画像上では微細な部分まで表示される。また、主要被写体にピ
ントが合っている画像を抽出する方法としては、空間周波数の分布を解析する方法の他に
、主要被写体のエッジ（輪郭）を抽出してエッジ強度を比較する方法や、画像上で主要被
写体の色と背景の色とのコントラストを比較する方法などがある。これらの場合、抽出部
１３３は、エッジ強度が高い画像、またはコントラストが高い画像を、主要被写体にピン
トがあっている画像として抽出する。
【００４４】
　この変形例１にかかる画像抽出装置は、シーン変化画像上の主要被写体のピントの合い
具合と近傍画像上の主要被写体のピントの合い具合を比較し、最も主要被写体にピントが
合っている画像を要約画像として抽出するので、主要被写体が鮮明に撮影されている画像
、すなわち画像列の内容を把握しやすい画像を抽出することができる。
【００４５】
（変形例２）
　また、この変形例２では、シーン変化画像および近傍画像のうち、主要被写体が画像上
の所定範囲内に撮影されている画像を要約画像として抽出する。
【００４６】
　すなわち、図２のステップＳ１０４に示す要約画像処理は、図７に示すように、図３に
示す要約画像抽出処理と同様に、シーン変化画像ごとに、主要被写体抽出部１３１が、シ
ーン変化画像および近傍画像の主要被写体を抽出し（ステップＳ４０１）、比較部１３２
が、シーン変化画像に主要被写体が撮影されているかを判断する（ステップＳ４０２）。
シーン変化画像に主要被写体が撮影されている場合（ステップＳ４０２；Ｙｅｓ）、比較
部１３２は、シーン変化画像および近傍画像上の主要被写体の位置を検出する（ステップ
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Ｓ４０３）。その後、比較部１３２は、シーン変化画像に撮影されている主要被写体が画
像上の所定範囲Ｓ内にあるか否かを判断する（ステップＳ４０４）。シーン変化画像に撮
影されている主要被写体が画像上の所定範囲Ｓ内にある場合（ステップＳ４０４；Ｙｅｓ
）、抽出部１３３は、シーン変化画像を要約画像として抽出する（ステップＳ４０５）。
【００４７】
　一方、シーン変化画像に撮影されている主要被写体が画像上の所定範囲Ｓ内にない場合
（ステップＳ４０４；Ｎｏ）、比較部１３２は、近傍画像に撮影されている主要被写体が
画像上の所定範囲Ｓ内にあるか否かを判断する（ステップＳ４０６）。近傍画像に撮影さ
れている主要被写体が画像上の所定範囲Ｓにある場合（ステップＳ４０６；Ｙｅｓ）、抽
出部１３３は、例えば主要被写体が所定範囲Ｓ内で最も中心付近に撮影されている画像を
抽出する（ステップＳ４０７）。一方、近傍画像に撮影されている主要被写体が画像上の
所定範囲Ｓにない場合（ステップＳ４０６；Ｎｏ）、ステップＳ４０５に移行し、抽出部
１３３は、シーン変化画像を要約画像として抽出する。
【００４８】
　なお、ステップＳ４０４、Ｓ４０６の処理は、シーン変化画像とシーン変化画像上の主
要被写体と同一の主要被写体が撮影されている近傍画像とについて行われる。したがって
、比較部１３２は、シーン変化画像上の主要被写体と、近傍画像上の主要被写体との同一
性を判断し、シーン変化画像の主要被写体と同一の主要被写体が撮影されていない近傍画
像は比較対象にはしない。
【００４９】
　また、シーン変化画像に主要被写体が撮影されていない場合（ステップＳ４０２；Ｎｏ
）、比較部１３２は、近傍画像に主要被写体が撮影されているか否かを判断する（ステッ
プＳ４０８）。近傍画像に主要被写体が撮影されている場合（ステップＳ４０８；Ｙｅｓ
）、比較部１３２は、近傍画像上の主要被写体の位置を検出する（ステップＳ４０９）。
その後、ステップＳ４０６に移行する。一方、近傍画像にも主要被写体が撮影されていな
い場合（ステップＳ４０８；Ｎｏ）、抽出部１３３は、シーン変化画像を要約画像として
抽出する（ステップＳ４１０）。
【００５０】
　要約画像抽出部１３は、シーン変化画像ごとに上述の処理を行い、すべてのシーン変化
画像について上述の処理を行った後、要約画像抽出処理を終了する（ステップＳ４１１）
。
【００５１】
　なお、画像上の所定範囲Ｓは、図８に示すように、例えば画像の中心を円の中心とする
円の内側の範囲とする。ただし、画像の撮影内容によっては、主要被写体が画像の中心付
近に位置してしまうと主要被写体が観察しにくい場合もあるので、画像の中心以外に所定
範囲を設定してもよい。所定範囲は、ユーザーが撮影対象に応じて設定するものとする。
具体的には、予めユーザーが入力部４を介して比較部１３２に所定範囲を入力しておく。
【００５２】
　この変形例２にかかる画像抽出装置は、シーン変化画像上の主要被写体の位置と、近傍
画像上の主要被写体の位置とを比較し、主要被写体が所定範囲内に撮影されている画像を
抽出するので、ユーザーにとって観察しやすい位置に主要被写体が撮影されている画像、
すなわち、画像列の内容を的確に示す画像を抽出することができる。
【００５３】
　なお、シーン変化画像および近傍画像のうち、上述の変形例１では主要被写体に最もピ
ントが合っている画像を、変形例２では主要被写体の位置が所定範囲内に撮影されている
画像を、それぞれ要約画像として抽出する場合を説明したが、他の構成を採用することも
できる。例えば、シーン変化画像上の主要被写体の明るさと、近傍画像上の主要被写体の
明るさとを比較し、適正な露出となっている方の画像を要約画像として抽出する構成とす
ることもできる。すなわち、被写体の画素強度を算出し、画素強度が大きすぎて露出オー
バー気味であったり、画素強度が小さすぎて露出アンダー気味であったりした場合には、
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より適切な露出で撮影されている画像を抽出するという抽出方法を用いることも可能であ
る。この場合、画素強度としては、例えば、主要被写体の画素平均値を算出する。また、
主要被写体を画像全体領域と考えて、シーン変化画像の明るさと、近傍画像の明るさとを
比較し、適正な露出となっている方の画像を要約画像として抽出する構成とすることもで
きる。この場合、例えば画像全体領域の画素平均値を画素強度として算出することで、シ
ーン変化画像と近傍画像の明るさとを比較する。　
【００５４】
　また、上述した主要被写体の面積、主要被写体のピントの合い具合、主要被写体の画像
上の位置、および主要被写体（あるいは画像全体領域）の明るさの比較結果のうち、２つ
以上の比較結果を用いて、シーン変化画像または近傍画像のいずれかを要約画像として抽
出してもよい。この場合、画像抽出装置は複数の比較結果を用いて、シーン変化画像また
は近傍画像のいずれかを要約画像として抽出するので、画像列の内容をより把握しやすい
画像を抽出することができる。
【００５５】
（実施の形態２）
　また、上述の実施の形態１では、画像列の中の画像に撮影されている観察対象の変化に
よらず、画像列ごとに主要被写体の抽出条件は一定であったが、この実施の形態２では、
画像に撮影されている観察対象に応じて、自動的に主要被写体の抽出条件を変更する。
【００５６】
　すなわち、図９に示すように、実施の形態２にかかる画像抽出装置は、実施の形態１の
画像抽出装置の各部に加えて、制御部１００の要約画像抽出部１５に観察対象特定部１５
１を備える。
【００５７】
　また、画像抽出処理手順は、実施の形態のステップＳ１０１～Ｓ１０５と同様であるが
、ステップＳ１０４の要約画像処理手順が異なる。すなわち、図１０に示すように、まず
、シーン変化画像ごとに、観察対象特定部１５１が、シーン変化画像に撮影されている観
察対象を特定する（ステップＳ５０１）。その後、主要被写体抽出部１５２は、観察対象
に応じて主要被写体の抽出条件を変更する（ステップＳ５０２）。次いで、主要被写体抽
出部１５２は、変更した抽出条件を用いて、シーン変化画像および近傍画像の主要被写体
を抽出する（ステップＳ５０３）。その後の要約画像抽出処理（ステップＳ５０４～Ｓ５
１２）は、実施の形態１に示す要約画像抽出処理（ステップＳ２０２～Ｓ２１０）と同様
である。
【００５８】
　この実施の形態２にかかる画像抽出装置は、画像に撮影されている観察対象に応じて、
主要被写体の抽出条件を変更するので、観察対象によって着目すべき対象物の特徴が異な
る場合であっても、着目すべき対象物を主要被写体として確実に抽出することができる。
したがって、実施の形態２にかかる画像抽出装置は、観察対象に応じて適切な主要被写体
が撮影された画像、すなわち画像列の内容を把握しやすい画像を抽出することができる。
【００５９】
（実施例）
　ところで、本発明にかかる画像抽出装置は、カプセル型内視鏡で撮影した画像列（体腔
内画像列）の抽出に対して適用することができる。図１１は、実施の形態２に示した画像
抽出装置を備えた被検体内情報取得システムの一例を模式的に示す図である。図１１に示
す被検体内情報取得システムは、被検体Ｈの体腔内に導入され体腔内画像を撮像するカプ
セル型内視鏡５と、カプセル型内視鏡５によって送信された無線信号を受信し、受信した
無線信号に含まれる画像を蓄積する受信装置６と、受信装置６および画像抽出装置に着脱
可能なメモリカード等の携帯型の記憶部２とを備える。
【００６０】
　カプセル型内視鏡５は、被検体Ｈの体腔内画像を撮像する撮像機能と、撮像した画像を
含む無線信号を外部に送信する無線通信機能とを有する。より具体的には、カプセル型内
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視鏡５は、被検体Ｈの体腔内を進行すると同時に、例えば０.５秒程度の所定の間隔（２
Ｈｚ程度）で被検体Ｈの体腔内画像を撮像し、この撮像した体腔内画像を所定の電波によ
って受信装置６に送信する。
【００６１】
　受信装置６には、カプセル型内視鏡５によって送信された無線信号を受信する複数の受
信アンテナ６ａ～６ｈが接続されている。受信アンテナ６ａ～６ｈは、例えばループアン
テナを用いて実現され、カプセル型内視鏡５の通過経路に対応する被検体Ｈの体表上に分
散配置される。このような受信アンテナは、被検体Ｈに対して１以上配置されればよく、
その配置数は、図示するように８個に限定されるものではない。
【００６２】
　受信装置６は、受信アンテナ６ａ～６ｈのいずれかを介してカプセル型内視鏡５より発
信される無線信号を受信し、この受信した無線信号をもとに被検体Ｈの体腔内画像の画像
情報を取得する。受信装置６が取得した画像情報は、受信装置６に挿着された記憶部２に
格納される。被検体Ｈの体腔内画像の画像情報を記憶した記憶部２は、画像抽出装置に挿
着され、制御部１００における処理に使用される。
【００６３】
　以上の各装置を有する被検体内情報取得システムにおいては、カプセル型内視鏡５が被
検体Ｈの体腔内を８時間程度の時間をかけて移動しながら撮像し、６００００枚程度の大
量の画像を撮影し体腔内画像列を作成する。したがって、体腔内画像列には、胃や小腸な
ど、数種類の臓器を撮影した画像が含まれる。
【００６４】
　一方、臓器によって医師等が着目する病変部の特徴も異なる。例えば、小腸において着
目する病変部のサイズ（大きさ）は、胃において着目する病変部の大きさに比べて小さい
。このため、病変部を主要被写体として抽出する際、病変部のサイズを抽出条件のひとつ
として設定した場合、観察対象によらず、病変部のサイズの下限閾値を等しく設定してい
ると、小腸において主要被写体として抽出されるべき病変部が抽出されず、また胃におい
て主要被写体として抽出する必要のない病変部が抽出される恐れがある。これに対し、観
察対象が胃であるか小腸であるかを自動的に判断し、胃および小腸のそれぞれに適正な下
限閾値を自動的に設定することで、胃および小腸のそれぞれに応じた特徴的なサイズの病
変部を主要被写体として確実に抽出することができるとともに、主要被写体として抽出す
る必要のない病変部を抽出対象から除外することができる。
【００６５】
　そこで、この実施例にかかる画像抽出装置は、特に、観察対象特定部１５１および主要
被写体抽出部１５２を用いて、臓器ごとに異なる抽出条件のもと、主要被写体を抽出する
。まず、観察対象特定部１５１は、画像の空間周波数成分を用いて、各画像に撮影されて
いる臓器を特定する。例えば、食道や胃は、小腸に比べて粘膜表面に凹凸が少なく平坦で
ある。逆に、小腸は絨毛などによって表面に凹凸が多い。このため、食道や胃が撮像され
た画像では低周波数成分が支配的であり、小腸が撮像された画像では高周波数成分が支配
的である。観察対象特定部１５１は、このような性質を利用して、観察画像に撮像された
臓器が食道もしくは胃であるか、小腸であるか、または大腸であるかを判定する。具体的
には、観察対象特定部１５１は、空間周波数成分情報として例えばフーリエ変換によって
得られるパワースペクトルを用いて臓器判定を行う。
【００６６】
　なお、各臓器の粘膜表面の性状の違いにより、各画像に撮影されている臓器によって、
各画像の所定の画素とその周辺画素との相関の高さ、各画像のテクスチャ情報量、各画像
の圧縮データのファイルサイズ、または圧縮データの伸張時に算出されるＤＣＴ係数など
にも差が生じる。したがって、観察対象特定部１５１は、これらを比較することによって
臓器判定を行ってもよい。また、各臓器によって、カプセル型内視鏡の移動速度が異なる
ので、時系列で連続した画像間における周波数成分の変化量に差が生じ、画像間の圧縮デ
ータのファイルサイズの変化量またはＤＣＴ係数の変化量に差が生じる。そこで、観察対



(13) JP 5147308 B2 2013.2.20

10

20

30

40

50

象特定部１５１は、画像間におけるこれらの変化量を比較して臓器判定を行ってもよい。
【００６７】
　さらに、主要被写体抽出部１５２は、観察対象特定部１５１が特定した臓器に応じた抽
出条件を記憶部２から呼び出し、この抽出条件を用いて、各臓器において注目すべき病変
部を主要被写体として抽出する。
【００６８】
　ここで、抽出条件は、例えば図１２に示すように、臓器によって主要被写体として抽出
すべき病変部のサイズの下限閾値が変更されている。なお、同一のサイズの病変部が撮像
された画像であっても撮像距離が異なる場合には、画像上に占める病変部の大きさ（面積
）は異なる。したがって、図１２に示すように、撮影距離に応じて臓器ごとに、主要被写
体として抽出すべき画像上の病変部の大きさを設定しておく。ここで、撮影距離は、跳ね
返り輝度を用いて測定する。跳ね返り輝度とは、撮影装置等から照射した照明光が被写体
によって反射された後、撮影装置によって観察光として受光されるときの輝度を意味する
。
【００６９】
　この実施例にかかる被検体内情報取得システムは、観察対象である臓器に応じた抽出条
件を用いて主要被写体である病変部を抽出するので、臓器ごとに適切な主要被写体を抽出
できる。したがって、医師は、適切な主要被写体が撮影された要約画像を閲覧することに
よって、患者の体腔内の状態を短時間で把握することができ、迅速に診断することができ
る。
【００７０】
　なお、この実施例にかかる被検体内情報取得システムでは、臓器ごとに主要被写体とし
て抽出する病変部のサイズの下限閾値を変更したが、臓器によって変更する条件は病変部
のサイズに限られず、病変部の色味や形状、表面の凹凸などでもよい。
【００７１】
（実施の形態３）
　また、上述の実施の形態１では、すべてのシーン変化画像について近傍画像との比較を
行い、いずれかを要約画像として抽出したが、この実施の形態３では、ユーザーから選択
されたシーン変化画像についてのみ近傍画像との比較および要約画像の抽出の処理を行う
。
【００７２】
　すなわち、図１３に示すように、実施の形態３にかかる画像抽出装置は、実施の形態１
にかかる画像抽出装置の各部に加えて、制御部２００に選択情報取得部１６を備える。
【００７３】
　次に、図１４を用いて、実施の形態３にかかる画像抽出装置における画像抽出処理手順
を説明する。図１４は、実施の形態３にかかる画像抽出処理手順を示すフローチャートで
ある。まず、画像読込部１１が、画像列を構成する画像の画像情報を記憶部２から読み込
み（ステップＳ６０１）、シーン変化画像抽出部１２が、画像列の中のシーン変化画像を
抽出する（ステップＳ６０２）。その後、制御部２００は、シーン変化画像を出力し、表
示部３に表示する（ステップＳ６０３）。
【００７４】
　その後、選択情報取得部１６は、ユーザーによってシーン変化画像が選択されたか否か
を判断する（ステップＳ６０４）。選択情報取得部１６がシーン変化画像が選択された情
報である選択情報を取得した場合（ステップＳ６０４；Ｙｅｓ）、要約画像抽出部１３は
ユーザーによって選択されたシーン変化画像についてのみ、シーン変化画像と近傍画像と
の比較等の処理、すなわち要約画像抽出処理を行う（ステップＳ６０５）。なお、このス
テップＳ６０５では、図２に示す要約画像抽出処理（ステップＳ２０１～Ｓ２１０）と同
様の処理が行われる。その後、制御部２００は、表示部３に表示中のシーン変化画像と要
約画像とを交換する（ステップＳ６０６）。具体的には、制御部２００は、ユーザーによ
って選択されたシーン変化画像に対応する要約画像として、近傍画像が抽出された場合、
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表示中のシーン変化画像に替えて近傍画像を表示する。
【００７５】
　一方、シーン変化画像が選択された情報である選択情報が取得されなかった場合（ステ
ップＳ６０４；Ｎｏ）、要約画像抽出部１３は要約画像抽出処理を行わず、シーン変化画
像を表示しておく（ステップＳ６０４；Ｎｏ）。
【００７６】
　次に、図１５を用いて、実施の形態３にかかる画像抽出装置による画像抽出処理につい
て具体的に説明する。図１５は、時間的に連続な画像列からシーン変化画像を抽出し、ユ
ーザーによって選択されたシーン変化画像に対応する要約画像を抽出する処理の概要を示
した図である。シーン変化画像抽出部１２は、ステップＳ６０２の処理によって、画像列
１０からシーン変化画像２０－１～２０－Ｎを抽出する。その後、要約画像抽出部１３は
、ステップＳ６０５の処理によって、シーン変化画像２０－２とこれに対応する近傍画像
３０－２－１～３０－２－ｎ”とを比較して、要約画像としてシーン変化画像２０－２を
抽出し、シーン変化画像２０－ｉとこれに対応する近傍画像３１－ｉ－１～３１－ｉ－ｎ
’とを比較して、要約画像として近傍画像３０－ｉ－ｉを抽出する。その後、制御部２０
０は、シーン変化画像２０－２は他の画像とは交換せず、シーン変化画像２０－ｉに替え
て近傍画像３０－ｉ－ｉを表示部３に表示する。
【００７７】
　なお、図１６、１７にシーン変化画像の表示例を示す。図１６は、シーン変化画像をサ
ムネイル表示した表示部３の表示画面３ａを示す図である。選択情報取得部１６は、ユー
ザーによってクリックされたシーン変化画像を、ユーザーによって選択されたシーン変化
画像として、シーン変化画像の選択情報を要約画像抽出部１３に入力する。
【００７８】
　また、図１７は、シーン変化画像を時系列順に順次、表示画面３ａの画像表示面３ｂに
表示する、いわゆる動画再生表示の一例を示す図である。シーン変化画像を再生表示中に
、ユーザーによって選択ボタン５６が選択されると、選択情報取得部１６は、選択ボタン
５６が選択された際に表示されていたシーン変化画像を、ユーザーによって選択されたシ
ーン変化画像として、選択情報を要約画像抽出部１３に入力する。なお、図１７に示すよ
うに、表示画面３ａには、選択ボタンのほかに一時停止ボタン５１、再生ボタン５２、逆
再生ボタン５３、順方向コマ送りボタン５４、逆方向コマ送りボタン５５を備える。一時
停止ボタン５１は、動画表示を一時停止させる指示を制御部２００に入力するボタンであ
る。再生ボタン５２は時系列順に画像を表示させる指示、逆再生ボタン５３は時系列の逆
に画像を再生させる指示を制御部２００に入力するボタンである。順方向コマ送りボタン
５４および逆方向コマ送りボタン５５は、各々の再生方向で再生速度を遅くし、各画像の
表示時間を長くする指示を制御部２００に入力するボタンである。ユーザーは、これらの
各ボタンを用いて、各シーン変化画像の注目度に応じて再生速度を調整できる。
【００７９】
　この実施の形態３にかかる画像抽出装置は、ユーザーによって選択されたシーン変化画
像、すなわち撮影されている内容が判断できないシーン変化画像についてのみ、要約画像
抽出処理を行うので、画像処理装置の処理操作の負担が軽減される。
【００８０】
（実施の形態４）
　また、上述した実施の形態１では、シーン変化画像および近傍画像に主要被写体が撮影
されていない場合、シーン変化画像を要約画像として抽出するとしたが、この実施の形態
４では、シーン変化画像および近傍画像に主要被写体が撮影されていない場合、シーン変
化画像および近傍画像のうち、ノイズが最も少ない画像を要約画像として抽出する。
【００８１】
　すなわち、実施の形態４にかかる画像抽出装置は、実施の形態１に示す画像処理装置と
同様の各部を有する。また、画像抽出処理手順は、実施の形態のステップＳ１０１～Ｓ１
０５と同様であるが、ステップＳ１０４の要約画像処理手順が異なる。すなわち、図２に
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示す要約画像抽出処理と同様に、図１８に示すように、主要被写体抽出部１３１が、シー
ン変化画像および近傍画像上の主要被写体を抽出し（ステップＳ７０１）、シーン変化画
像に主要被写体が撮影されておらず（ステップＳ７０２；Ｎｏ）、かつ、近傍画像にも主
要被写体が撮影されていない場合（ステップＳ７０７；Ｎｏ）、比較部１３２が、シーン
変化画像および近傍画像のノイズを検出する（ステップＳ７０９）。その後、比較部１３
２は、シーン変化画像および近傍画像のノイズの量を比較する（ステップＳ７１０）。シ
ーン変化画像のノイズの量が最も少ない場合（ステップＳ７１０；Ｙｅｓ）、抽出部１３
３は、シーン変化画像を要約画像として抽出する（ステップＳ７１１）。一方、シーン変
化画像と比較して、ノイズが少ない近傍画像がある場合（ステップＳ７１０；Ｎｏ）、抽
出部１３３は、ノイズが最も少ない近傍画像を要約画像として抽出する（ステップＳ７１
２）。
【００８２】
　なお、シーン変化画像に主要被写体が撮影されている場合（ステップＳ７０２；Ｙｅｓ
）、およびシーン変化画像には主要被写体が撮影されていないが、近傍画像に主要被写体
が撮影されている場合（ステップＳ７０７；Ｙｅｓ）の要約画像抽出処理(ステップＳ７
０３～Ｓ７０９、Ｓ７１３)は、実施の形態１の要約画像抽出処理手順に示すステップＳ
２０３～Ｓ２０８、Ｓ２１０の処理と同様であり、実施の形態１の場合と同様に、実施の
形態４にかかる画像抽出装置は、シーン変化画像または近傍画像のいずれかから要約画像
を抽出する。
【００８３】
　この実施の形態４では、シーン変化画像および近傍画像に主要被写体が撮影されていな
い場合、画像全体が鮮明で観察しやすい画像を要約画像として抽出する。したがって、主
要被写体が撮影されていないシーン、すなわち特に着目すべきシーンの画像ではない画像
からも、撮影されている内容を把握しやすい画像を抽出できる。
【００８４】
（実施の形態５）
　次に、この発明の実施の形態５について説明する。上述した実施の形態１～４では、シ
ーン変化画像および近傍画像上の主要被写体の撮影状態を比較し要約画像を抽出したが、
この実施の形態５では、シーン変化画像および近傍画像のノイズの量を用いて要約画像を
抽出する。
【００８５】
　すなわち、図１９に示すように、実施の形態５にかかる画像抽出装置は、実施の形態１
にかかる画像処理装置の要約画像抽出部１３に替えて、制御部３００に要約画像抽出部１
７を備える。要約画像抽出部１７は、さらに比較部１７１および抽出部１７２を備える。
要約画像抽出部１７は、シーン変化画像および近傍画像のノイズの量を比較し、ノイズの
量の少ない画像を要約画像として抽出する。なお、他の構成は、図１に示す画像抽出装置
と同様である。
【００８６】
　また、実施の形態５にかかる画像抽出装置における画像抽出処理手順は、実施の形態１
にかかる画像抽出装置における画像抽出処理手順（ステップＳ１０１～Ｓ１０５）と同様
である。ただし、ステップＳ１０４の要約画像抽出処理が異なる。すなわち、図２０に示
すように、シーン変化画像ごとに、比較部１７１は、シーン変化画像および近傍画像のノ
イズを検出する（ステップＳ８０１）。その後、比較部１７１は、シーン変化画像および
近傍画像のノイズの量を比較する（ステップＳ８０２）。シーン変化画像のノイズが最も
少ない場合（ステップＳ８０２；Ｙｅｓ）、抽出部１７２は、シーン変化画像を要約画像
として抽出する（ステップＳ８０４）。一方、シーン変化画像と比較して、ノイズが少な
い近傍画像がある場合（ステップＳ８０２；Ｎｏ）、最もノイズの少ない近傍画像をシー
ン変化画像として抽出する（ステップＳ８０３）。
【００８７】
　この実施の形態５にかかる画像抽出装置は、主要被写体の有無に関係なく、画像全体が
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鮮明な画像が要約画像を要約画像として抽出するので、主要被写体に限定されることなく
画像全体が観察しやすい画像、すなわち画像列の内容が把握しやすい画像を抽出すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】本発明の実施の形態１にかかる画像抽出装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す画像抽出装置が行う画像抽出処理手順を示すフローチャートである。
【図３】図２に示す要約画像抽出処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図４】図１に示す画像抽出装置が行う画像抽出処理の概要を示す図である。
【図５】シーン変化画像および近傍画像の具体例を示す図である。
【図６】図２に示す要約画像抽出処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図７】図２に示す要約画像抽出処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図８】画像上の所定範囲の一例を示す図である。
【図９】本発明の実施の形態２にかかる画像抽出装置の構成を示すブロック図である。
【図１０】図２に示す要約画像抽出処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図１１】本発明の実施例にかかる被検体内情報取得システムの構成を示す図である。
【図１２】本発明の実施例にかかる主要被写体の抽出条件の一例を示した図である。
【図１３】本発明の実施の形態３にかかる画像抽出装置の構成を示すブロック図である。
【図１４】図１３に示す画像抽出装置が行う画像抽出処理手順を示すフローチャートであ
る。
【図１５】図１３に示す画像抽出装置が行う画像抽出処理の概要を示す図である。
【図１６】画像の表示例を示す図である。
【図１７】画像の表示例を示す図である。
【図１８】図２に示す要約画像抽出処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図１９】本発明の実施の形態５にかかる画像抽出装置の構成を示すブロック図である。
【図２０】図２に示す要約画像抽出処理の処理手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００８９】
　１、１００、２００、３００　制御部
　２　記憶部
　３　表示部
　３ａ　表示画面
　３ｂ　画像表示面
　４　入力部
　５　カプセル型内視鏡
　６　受信装置
　６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄ、６ｅ、６ｆ、６ｇ、６ｈ　受信アンテナ
　１０、２０、３０－２、３０－ｉ、４０、４１　画像列
　１１　画像読込部
　１２　シーン変化画像抽出部
　１３、１５、１７　要約画像抽出部
　１４　抽出枚数設定部
　１６　選択情報取得部
　１０－１～１０－Ｎ　画像
　２０－１～２０－ｎ　シーン変化画像
　３０－ｉ－１～３０－ｉ－ｎ’　近傍画像
　５１　一時停止ボタン
　５２　再生ボタン
　５３　逆再生ボタン
　５４　順方向コマ送りボタン
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　５５　逆方向コマ送りボタン
　５６　選択ボタン
　１０１、１０２、１０３、１０４　オブジェクト
　１３１、１５２　主要被写体抽出部
　１３２、１５３、１７１　比較部
　１３３、１５４、１７２　抽出部
　１５１　観察対象特定部
　Ｈ　被検体
　Ｓ　所定範囲

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】
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